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トーク

くくコンピュータがひらく自立支援>>
元気が出るコンピュータの話

日時 1994年4月3日 (日)pMl:30-4･00

場所 朝日カルチャーセンター

(大阪市北区中之島3-2-4 朝日新聞社ビル13F)

内容 1:30-2:40 1部 太田氏とプロップ･ステーション代表竹中ナミのトーク

3:00-4:00 2部 障害を持つ人を交えての公開質問会

主催 プロップ･ステーション

後援 朝日新聞大阪厚生文化事業団

1994年4月3日 (日)､朝日新聞社ビル13F｢朝日カルチャーセンター｣において､川崎医療福祉大学教授

｢太田茂先生｣をお迎えして､今回のイベントを開催いたしました｡当日は､スタッフを入れて約100名の

参加者があり､立ち見も出るほどの盛況ぶりでした｡コンピュータが障害を持つ人達の自立にどのように

活用できるか､′また､これからのコンピュータが真の自立支援機器としてどのように発達していくことが

望ましいのか∴萎れを推進するために､障害を持つ人自身と社会が､とのように意識変革を遂げていくこ

とが必要なの嘉ゝ ･- .ハイ≠ク機器による福祉支援活動のオーソリティである太田先生を交えて､参加

者の皆きんと共に､これらの問題を考えました｡

研究会代表

身｡1965年､京都大学工学部

主としてソフト

持つこと､

よ

自らがポリオ後遺症から

長男が重度の聴覚障害児

どから､1985年 ｢ェレク､トロニクス

を障害者の福音とするために｣を僧条とする市民

団体 ｢福祉システム研究会｣を設立｡福祉機器の

開発や教育活動を進めるかたわら､行政機関に働

きかけ､1990年には､通産省の ｢情報処理機器ア

クセシビリティ指針｣.を実現させた｡1991年4月

からは､ハイテク福祉分野の知識をかわれ､川崎

医療福祉大学教授に転身｡ ｢障害者の可能性を広

げるコンピュータ｣｢困った時のエレクトロニク
ス｣｢暮らしが変わるハイテク機器｣(以上､中
央法規出版)､ ｢ADAの衝撃｣(学苑社)など
の著書がある｡
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第一部 :トーク
太田 茂 .先生 (川崎医療福祉大学教授)
竹中 ナミ (プロップ ･ステーション代表)

竹 中 (以下竹) 本日は皆様お忙 しいところ､

多 くの方 ､々にお集まり頂きありがとうございま

す｡本日め講師､大田先生と私たちプロップの出

会いは､､2月｡四国で開催された ｢全国ボラン

ティア研究集会｣でした｡その時､これからのプ

ロップの活動に知恵を碧 して頂きたい､アドバイ

スを頂きたい方だと思い､きっそく今回のイベン

トへのご協力を先生にお願いしたところ､ご講演

を快諾して頂き､今日の会が実現の運びとなりま

した｡太田先生は､川崎医療福祉大学医療技術学

部の教授として大活躍されていますが､富士通で

長い間開発をされていたという経緯もあり､コン

ピュータに関しては疎い造詣がおありになりま

す｡また､市民団体福祉システム研究会の代表と

して､ハイテクの福祉的活用の研究 ･実践分野に

○走査型入力装置 【

(スキャンニング ･インプット方式)

脳性麻痔等､障害の重い人がパソコンに入力

するための装置｡画面の右側にキーボー ドに対

応 した表示板のようなものがあり､入力 したい

文字が光ったらボタンを押して文章を書く｡1つ

のボタンで全ての文字を入力できるが､1文字の

ために全てをスキャンするので､入力には大変

時間がかかる｡入力時間を短縮するため､多少

の工夫がされている｡

おいては日本のオ｢ソリティでいらっ

す｡対談に先立ち､まず太田先生からスライドで

"様々なコミュニケーション支援機器"の紹介及

びそれをどう活用して苗 ナばよいかというお話を

して頂きましょう｡

尚､本 日この会のために手話グループ "つく

し"のみなさんと､大阪府難聴者協会の要約筆記

の方々にお手伝い頂いております｡また､記録ビ

デオなどもボランティアの方に掃って頂いており

ますので､ご紹介しておきます｡では､太田先生

お敵いいたしますO

太 甲先生 (以下太) ｢コミュ羊ケ｢ション支

援機器｣と言うと難しく聞こえますが､簡単に言

いますと､いろんなコンピュータをコミュニケー

ションの道具に使おうということなのです｡

○ ピンディスプレイ

全盲の人用ゼンディスプレイの一種｡通常､ピ

ンディスプレイは20-40万円だが､写真のもめは

120万円ぐらい｡キーボードよりもはるかに大き

いサイズ (日本にもピンディスプレイ対応の

ATM (現金自動支払機)が10台くらJいあるらし

い)0

画面表示に合わせてピンが点字として現れ､視

覚障害者が指先で読み取-るLo-
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ピュークがひらく自立支援>>

∈)読苦器 (KURZWEル社製)

写真に示したものは新型の読書器｡スチ ャナの

下に本体が入っており､非常にコンパグトト三なら

ている.写真のように本を挟むと､きれ叫 こ読ん

でくれるという装置｡英語だと99%以上め確率で

読み間違いがなく､実用上､全く問題は.ない｡価

格も$5,000くらい (約50万円)まで下がらてきiL
いろ｡日本では国産のものはなく､また漢字が混

じると精度も95%くらい｡

○視覚 ･聴覚複合障害者用コミュニケーショ

ンツール

側はピンデイスプ

ドになっており､
ケ-ション用｡

電動タイプライタ二に音響*'プラ (盲デム)が

ついた､聴覚障害者のためのシステム｡アメリカ

では､ADA法により電話局はTDDの中継を義務

づけられたので､現在はより使いやすいものと

なっている｡ (ADA法 :障害を持つアメリカ人

漢)

OULACS

(Ultra Loca一 Area Canvasation

System:超近距社用会話装置)

過

-ドを使って文字による会話 (パソコン

うチャット)の練習を行うためのパソコ

㌢Y接続器.この機械に8台までパソコンをつなぐ

ことができる｡コードの長さ (25m)に制限があ

るため､これ以上離れでの会話はできない｡

(太田先生自身が製作された宰援機器)

中途失聴者の会合で使用しているところ (写真

左手前が太田先生)

I61
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をクリアしていかなければシ､けないか､というお

話をまず伺ってみたV=_､と思います｡スライドの中

でADA法に?_いて少し触れられましたが､日本

におけるハイテク機帯の福祉的基準として通産省

のアクセシビリティ滞針があり｢ますが､この指針

は先生の案を基に制定されたと伺っています｡ア

メリカの法律と日本の指針との一番大きな違いは

何なのでしょうか?

太 =日本のはあくまで指針｡企幕に対する努力
目標でしかなく､強制力がほとんどないものと

なっています｡

竹 逆に言うとアメリカの法律は強制力がある

ということですね｡

太 連邦法といいますが､アメリカは合衆国と

いうことで､53州が集まって国を形成 していま

す｡個々の州というのは独立した国みたVTlなもの

で､ほとんどの国民に関係する法律は､大半は州

が持っており､連邦政府は防衛､外交等対外的な

責任を担当しています｡しかもstatet(州)-の力が

強いので､連邦政府がいちいち全部の州に命令す

ることはできません｡アメリカにおいて､障害者

の人権保障についてのエポックと呼下るのはのは

リハビリテーション法だと思いますが､このリハ

ビリテーション法という法律は連邦法ですので､

連邦政府の種々の機関 (連邦政府の役所あるいは

連邦政府から補申金をもらっていろ所など)は連

邦法を守らないといけなし,モのですが､一州政府とか

民間企業は法律の拘束を受けをY､のです｡,.)ハビ

リテーション法は汝律です声㍉ そう,_vllう意味で

は､対象と守る人数はわ･ずかき ものでした.しか

し章 甲嘩律が全米に与えた影響は非常に大きな

ものです｡

竹 日本のアクセシビリティ蘭針について､羊
ういうものをつくらなければいけないと思われた

きっかけは何だったのですか?

太 それはやはりリハビリテーション法598粂と

その指針です｡こういうのをぜひ日本に持ち込み

たいと思いました｡そうしたら､わりに通産省が

協力的で､比較的短期間に成立してしまったんで

す｡

竹 ということは日本の場合､コンピュータな

どハイテク機器が障害を持つ人に使いやすいよう

改造されていくには通産省が動かないといけない

のですか｡

太 ほんとは厚生省､労働省も関係すると思い

ますが､たまたま私が富士通というコンピュータ

○連記用タイプライター

アメリカの裁判所､議会等で使用されている特

殊なタイプライター｡入力は､話ことばに1ワー

ド (請)ぐらいしか遅れないで､ついていくこと

が可能 (ほとんどリアルタイム)で､プロジェク

ターに投影されるO言葉抜けもない.記録者は2

時間毎の交代で済み､長時間の会読も少人数で対

応できる｡要約筆記だと約10分毎に交代しなけれ

ばならず､疲労度にもかなりの差がある｡ただし

日本語の場合､漢字かな変換の問題等があり､入

力スピードは英語等に比べてはるかに遅いと思わ

れるが､筆記者の労力という点において､将来は

要約筆記に変わって普及する可能性が大きい｡

太 コンゼユ-タを使えば､いろんなコミ3:ニ

ケ-ションができるOコンピュータはそのた吟の

道具となって挙り､既亘多くのも碩 奉る､とい
うことをご紹介しました｡～(編集部注 :会場では

約30種類の機器が紹介され軍したが､紙面の都合

で抜粋_してご紹介しま.Lた)

竹 支援機器についての大変貴重なお話でし

た｡さて､スライドを拝見して感じたことは､ほ

とんどが外国製ということなんですが｡

太 そうですね｡日本でも様々なサポート機器

がありますが､研究は欧米に比べ遅れています｡

しかしアメリカでも､サポート装置が付いた時に

は､そのマシンはすでに過去のもの ･･･といっ

たような悩みが実はあります｡最先端の機器を障

害者が使いこなせる状況は先進国でも､なかなか

ありません｡

竹 今後､日本で支援機器を広めていくにあ

たってアメリカとの違い､日本がどういうところ
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重点が置かれています｡この2分野については､

各社ともかなり努力しておられると思いますo

竹 -4年前にできた指針の見直しの予定などはあ

りますか?

太 昨年度､既に見直し作業を行いましたo改

定版の案を公表して意見を聞きたいと思っていま

す煎 ､改善してほしいと思っている人は､改定

版を見て意見を出してくだされ 改定版は通産琴

に連絡すれば見せてもらえると即 ､草すo (連絡

先 :通商雇某省機械情報産業局電子機器課

TEL.03_3501_1511(内如 341)IFAX.03-3580'

6073)

竹 こういった所に提案するにしろ､これから

はコンビュ-?を使う障害者が増えていかなけれ
ばいけないO消費者としての前向きな姿勢が大町

じゃないかと思います｡買う前から文句だけ言 う

のではなく､買って使ってみて､それから具体的

な意見が出るのではないかと思うんですが､この

点はどのように思われますか?

太 メーカーを敵と思わず､味方として巻き込

んでいくような活動れ て欲しいですねo開弟を

担当する技術屋さんとも意見交換できるような障

害者ユーザーを育てるプロップであ-て欲 しいと
思いますo

竹 私日射 メ:iiヵ-の偶発れ ている人とお
話する機会が多いのですが､この分野を担当して

いる人達は皆さん非常に熱心なんですOでもサ

ポート機器を一つ開発するのに何百万､時には何

千万円もかかる｡ユザ 一個人に負担できる金額

ではないので､モニターとして使ってもらう孝､

返ってくる答は悪口ばかりで非常にむなしい､

再 瀞 を開いた事が_あります｡

太J_Liっ恥 のを作為という卯 非常にお金がか

かや?笹 ､日本では開発費に見合った需要が卑
込めない現状なので､開発も遅れているのではな

いかと思います｡バブルのはじけた現状で､企葬

の社会貢献活動としてサポート機器開発を望むの

は難しい｡行政的バックアップが必要ですが､こ

れも障害を持つエンドユーザーの声や､世諭の商

まりがないと実現は難しいでしょう｡

竹 パソコンが欲 しい､欲 しいと言っているだ

けではダメ.実際に買って使って､そ して3-′

ザ-としての声を機器に反映させることが必襲 l･

ということで第1部は終了したいと思いますO木

田先生､ありがとうございました｡

会社に勤めでおりJ通産省と関係が深かったこと

からお呼びがかか去たのです.物を作るという部

分では､蝉はり企業の所轄官庁は通産省ですか

ら･･･でも本当は全での関係省庁が連携して動

いて初めて､指針の効力が発揮されると思いま

す｡

竹 企業がこういったサポート機器を作ってい

くためには､やはり通産省から (強制力はまだな

いけれども)指針が出るということは非常た大事

であろうと?

太 まあ､法律になればもっと良いのでしょう

が､白本で法律を作るということは大変難しいの

です｡アメリカはある意味で日本より法律を作る

のが簡単､というと怒られますけど､一般人から

盛り上がって作るという感じです｡日本ではたい

ていの法律は､官僚が細部まで予算から人員配置

がらみんな検討して作るんで､1つの法律を作る

のに最低10年ぐらいかかります｡まあそうでない
法律もありますが｡時間がかかるから早めにやる

方がいいんではないかという気持ちがあり､また

ある意味では安協した訳です-.

竹 まず第1歩として指針を作る､ということ

だったんですね｡で､アクセシビリティ指針が通

産省から出されて､企業の反応みたいなものはい

かがでしたか?

太 そうですね｡通産省の指針作 りの実作業は

(社)日本電子工業振興協会 (略称 :電子協)と

いう団体が行っていて､私もメンバーの一人なん

ですが､電子協はデーターショウというコン

ピュータの展示会を毎年開催しており､4年前か

らはアクセシビリティコーナーというのを設けて

います｡その後､アクセシビリティ推進室という

専門セクションを作って取り綻んでいる企菓 (El

立)もありますし､IBMはSNS推進室というセク

ションを作って､ この分野に取り組んでいます｡

日本電気や富士通もいろいろアクセシビリティ機

器を伴っていますよ｡この4企業については指針

ができたことによっていろいろ動きがあったよう

に思います｡4社が多いか少ないかは解釈による

ところですが､指針の効果はあったと思っていま

す｡

竹 指針を尊重する立場で､4社はアクセシビリ

ティ機器の開発に取り組んでいるわけですね｡こ

の4社の開発の方向性などは､先生もご存じなの

でしょうか｡

太 指針の性格上､視覚障害者と上肢障害者に

-gl
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第三部 :公開質問会
パネラー 太田 茂 先生 (川崎医療福祉大学教授)

繋 周作 氏 (真土通BSC:CPによる上肢言語障害)

坂上 正司 (プロップ .ステーション役員 :頚髄損傷による上下肢障害)

桜井 龍一郎 (FLANKER編集長 :頚髄損傷による上下肢障害)

亀山 英昭 (プロップ視覚障害部バンガード代表 :視覚障害)

司会 竹中 ナミ (プロップ ･ステーション代表)

竹 それでは､これから第2部の公開質問会に移

ります｡最初に岡山｣からお越･しの岡山総合福祉専

門学校の職員の方からの質問です｡この学校では

介護福祉の専門コースで､これからコンピュータ

を導入していかれるそうですが､介護福祉士とし

てのコンピュータ支援を､どのように考えたら良

いでしょうか?

太 ちょっと極端な言い方ですが ｢コンピュー

タでできる事とコンビュ一､夕ですべき事は違う｣

というのが私の持論なんです｡言葉が書けない､

しゃべれない人の場合､コンピュータでコミニュ

ケ-ションするのも重要だと思うんですが､コン

ピュータ教育の手順から言うと､事務処理のよう

に､まず､.コンピュータでなければできない事を

先に覚えてほしいと思います｡ただ､学校に教え

る人がいるかどうかという問題がありますが｡

坂上 (J2?下坂) 質問の主旨に合う矛 どうか分

からないですが､障害を持つ人がコンゼユ｢タを

選ぶ時にアドバイスできるような立場の人があま

りいませ4'｡そういう事考教えられるような人

が､介護福祉士に限り_享せんが､一福祉分野から出

てきてもらえたら良いな､と思います｡

竹 障害者と接する人の中から､コンピュータ

の指導やアドバイスのできる人が育っていってほ

しい､という事ですね｡

竹 次の質問は､企業のSE(システム･エンジ

ニア)で開発を担当している方からです6開発す

る側とユーザとのニーズのすり合わせが重要だと

思いますが､自分連が開発者としてどんな事を

やっていけばいいのでしょうか?

亀 山 (以下亀) 開発段階で､ということでレし

たら､ぜひユーザの意見を取り入れて頂きたいで

すね｡僕自身 (ちなみに僕は全盲です)がフリー

でプログラマーをしていて､毎日コンピュータを

触っています｡で､システムの専門家とのお付き

合いも多いのですが､開発する側の人間同士とし

て ｢こんなものも作れるのじゃないか｣｢こんな
ものがあったら良いのにね｣なんていう会話を

しょっちゅう交わします｡技術的なことというの

は､資金的卑ことがどうにかなればクリアできま

すが､むしろソフトを作る側と使う,JRIJのコミュニ

ケ-シ_ヨンがあれば､もっと開発が進むの

に- 一･七 凱 モます.開発者の皆さんに､こうい

う∴会合にいちして頂くのも重要ですし､ニーズを

受け止められる窓口を開発企業に置いてもらえる

と嬉しいなと思います｡行政には､サポート機器

を開発する企業と､サポート機器の必要なユーザ

に対 しても､もっと補助を考えて頂けたらなあ､

と思っています｡

繁氏 (以下繁) 開発者が､どうやって障害者

とコミュニケーションをとればいいかということ

なんですが､今言われたように､こういう会に参

加するのも一つの方法ですが､最近はパソ守ン通

信という便利なものがあります｡ここのプロ'y

プ ･ステーションにもネットワークがあ

し､PC-VANやNifty-Serveなどの大きいネ

中にも障害者のグループがあるので､そうvJ､うと-

ころへアクセスして頂いたら､盤の斉を闇卓志と
ができると思います｡ .､

㌧ 1 Jt
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竹 L 次の質問です｡アクセシビリティ情報機器

の土-ザ ･インターフェースにおいて､標準化へ

の動きはあるのでしょうか?

太 現実にこういう機能が欲 しいと言っても､

指針には実現の手段については､あまり細かくJ触

れていません｡これはアメリカの指針も同じで

す｡音声を出す､読み上げるなどの機能を持たせ

るにはいろんな方法があるわけで､その指針を

JISとかISOにしようという動きはあることはある

んですが､逆に無理やり決めると不都合はないか

という心配や､企業側にすると制約されて困るの

ではないか等といろいろな思惑もありまして､私

の感じでは厳密には決めない方が良いのではない

かと思っています｡決めた方がよいところがあれ

ばそうすればよいと思います.それも､規格では

なくこパソコンを使う方はご存じかもしれません

が､デファクト･スタンダード(事実上の標準)

というのがありまして､多くの人が使っている方

法を規格にしましょうというものです｡パソコン

通信ではそれが成り立っています｡そういう考え

方もありますので ~ヾご質問の主旨がそういうこと

かもしれませんが､ガチガチ~の規格を作るのが必

ずしもいいとは言えないと思います｡

竹 むしろ､今の状態の中から規格と思われる

ような物が生まれてくるという風に考えればいい

のですか?

太 誰かがやった方法がそれで間･題がな-けれ

これは皆さんの大好きなメ一､ム機がそうです｡

ゲーム機は､どこの会社の製品を買っても､だい

たいボタンの操作が似七いますO別にJISで決め

たものではないのですが､ある意味では先輩に

従っている､そういう形でもいいのではないかと

思います｡

竹 次の質問は､聴盤障害のお子さんを持つ親

御さんからですか､テレビなどの字幕について､

家庭でテレビ､ビデオに､パソコンを使って字幕

を入れる方法はありますか?つまり､テレビに自

分で字幕が付けられるか､また字幕についての最

新情報があれば国内外を問わず､教えで頂きた

い､との事です｡

太 技術的にはテレビの画面 (録画したもの)

に字幕を付けることは､パソコンで画面のオー

バーレイ (上書き)など､簡単にできます｡しか

し､それをみんなにコピーして回してもいいかと

いうことになると､著作権法に触れますのででき

ません｡字幕放送については新宿に聴覚障害者情

報文化セシターがあり､あそこが一手に行ってい

ますが､技術的な問題よりも著作権上の特例が認

められているので､あそこに集中しているという

事情があります｡多くの人が手分けした方が能率

的だし､情報センターができた当時からみれば､

技術的にもパソコンの性能もどんどん上がってき

たので､1カ所での集中方式が最善だとは思いま

せんが､著作権がらみの問題が大きく､やむを得

ないのでしょう｡点字のように法的な例外事項を

設けるというなら話は別ですが､技術的にできる

ことと社会制度上許されることというのは違う､

という現状を理解 しておかれる方が良いでしょ
ヽ
つo

坂 テレビの字幕についての情報ですが､日本

ではごく限られているのですが､アメリカ製の一

部のものはテレビ自体に字幕が表示される機能が

標準化されていて､信号を送ると字幕が表示され

るそうです｡あるテレビ局では字幕が出るような

スイッチを押すと､リアルタイムに同時通訳の形

で字幕が出てくるというクローズド･キャプショ

ンというシステムができている､ということを先
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日テレビニュースで見ました｡

太 字幕には2種類あります｡洋画などで画面の

横や下に出てくる､入れっぱ卑しの字幕をオープ

ン･キャプション､利用者が自分で付ける/付け

ないを選択するものものをタロ丁ズド･キャプ

ションといいます｡アメリカでは主要番組のほと

んどにクワ-ズ ･ドキャプションが付けてありま

す｡そういう背革もありまして､3年程前に字幕

レコーダー法ができ､去年の7月以降､アメリカ

国内で販売される13インチ以上のテレビには字幕

レコ-ダーを付けなければならないという-ことに

なりました｡家庭の据置型テレビに字幕レコー

ダーが入っていても､日本のように､放送側から

字幕情報が送られてこなければ全く意味はありま

せんが､アメリカではそれが普及しています′｡日

本にも文字多重放送があり､一つの機能として字

革を出す与とはできますが､アメリカとは規格が

異なります｡ただし､日本とアメリカの大きな違

いは､アメリカのテレビ放送は情報量が多いため

に家庭用のビデオでは録画することができないこ

とです｡､私個人としては､日本の規格とアメリカ

の規格との両方の良いところを取り入れて共存さ

せるべきだ､という意見を持っています｡しか

し､そのためには放送法を変えなければいけませ

ん｡去年､大阪で行われたシノンポジウムで聴覚障

害者の団体に法律を変える運動をすべきだと提案

しましたが､これは ｢おかみ｣に逆らうことです

ので､相当の決心がなければできませんよ.､と言

いました(Ju)Oそれと､最新二子丁スですが､CS

放送 (CS:Communicatio-n s'5't91fte:通イ言衛
星)､BS放送-(BS:Broudc.as'tsitellite施 送衛
星)などの規格が日本の文字多重放送とアメリカ

のク,ローズト キャブシ占′ンの倍音を両方併用す

るこ,とになりました.これをひとつの突破口にし

てBS並びに地上放送も併存の方向に向えば少し
はいいかも-しれません三ただし､多少の両者から

の運動が必要だろうと思います｡

繁 パソコンで字幕を入れるのは技術的には簡

単ですが､実際の作業が膨大な量になるので､そ

こが問題です｡Nifty-Serveというコンピュータ
ネットワークの中で､あるドラ寸を決めて､台本

をネットワーカー達が手分けして入力し､ドラマ

と伺時進行でパソコン通倍で流すという試みをし

たそうです｡

竹 今､言われたのはテレビドラマ ｢夏子の

酒｣ですね｡Nifty-Serveで同時通訳し､著作権法

に触れか ､ようにログ､つまり′､‥書いた文書を残

さないよう､通信上で (その蕩限りや)流す了とい

う方法をとったそうですO聴覚障軍の人はドラ寸

を片方の目で見ながら､片方ではパソコ亨の画甲

で何をしゃべっているゐ考洞 時進行で打ち込まれ

たものを読むOドラマが終わると文字が消える_.

非常に著作権法があるために不合理を事をしそ､る

ような気がしますが､太田先生もおっしゃ?たよ

うに､視覚障害者の団体では著作権法を突破する

ためにさまざまな運動がなされ､視覚障害者の点

字出版物に関しては著作権法をはずすなどの権利

を獲得してきました｡しかし､これもい_ろいろな

問題が出ているよう-です｡つまウノ､著作物を点訳

するためパソコンで打ち込んだ場合は､そのデー

タ昼現実にはパソコンがあれば誰でも読めてしま

うというような事があるんですね.やもこう した

前例から､聴覚障害の人も字幕放送について､い

ろいろな活動､運動で獲得していけば､法律に特

例を設ける事は可能かもしれません｡でもやっぱ

り､アメリカのように､多くゐ番組に字幕が付い

てるという状況が実現する方が良いような気がし

ますけど･･･｡

竹 次の質問です｡スライドに坦ていた商品の

輸入は行や熱等如､ま薮か?/

太 ー物校より漬す.手の不自由な人のスイッチ

など､特殊なスイッチは日本では事に入らないの

で､自作している人もいますが､アメリカでは商

品化されていますので､何社かが輸入を行ってい

ます｡資料をプロップに送ります｡

竹 発売元､輸入元などが分かるようですの

で､ご希望の方は個別にプロップ･ステーション

の方に資料請求を行ってください｡

竹 次に､視覚障害者関係の′間です｡最近の

電子出版物は､音声合成装直で読み上げられます

か?もし可能なら､新しい出版物も視覚障害者が

手軽に読めると思うIu)lですがolまた､電子ブック

の活用について､メ⊥カーの対応などは現時点で

どうでしょうか?

‥FtJニ
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賢 妻車王滝享ブックだけではなく､コン
ピュータ亘の宅のもサブノートといって､片手で
蝉ち歩けや峯うなものが出ています.今のご質問

親 輩 葉 芋 蔓安 吾

育

ク華一考j(字体そのものが日で見てわかる情報)
I-:I-:i:I一三 三 三 I1--:≡.I;--;.Ts_='-:i:三三_
シドラインから出力されるテキストデータがその
昔まtコー ド化されたものを音声化させていること

も芸な?ていますので､現状では皆さんが使われて

い去電子ブックの音声出力はできませんOもし

こ本が音声化できるようになれば､当然皆さんが

埠帯で穐ち孝かれている電子手帳なども､僕たち

∴ 二.;--::_-:二 :二:i:---:-三三 三-:-.-Ii:;:I

ので､例えば､2-3千円で書店で入手できる英和

辞書でも=,点字にすると斉科帝典の大きさのもの1‡∩ミて≡

カ亨10岬 (Lちし 雄 なって嘩格510万円乾くしま

三豊 誓悪 書宗葺観 葉轟 買

号､
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竹 会場に視覚障善部バンガードの全盲青年

が､あと2人串てくれてい草すので聞いてみたい
と思います.大縄きん､この件に関して何か情報
がありますか ?

大縄 ソニーが出しているCD-ROMの親格を電
子ブックというのですが､これに関しては音声で

のアクセスは可能やず.iあるメ-カーの視覚障害

者向けの英語系のり⊥プロは､バージョンアップ

されてワープロや文書編集をしながら､-電子ブッ

クの書類を検索することができるようこになってい
ます｡ただし､読めるのは文字で提供されたデー

タだけで､図形などは音声では読み出せません｡

竹 もう一人､アメリカに自費留学して､3日前
に帰ってきたばかりの品川君｡アメリカで電子
ブックは普及してましたか?

品川 CD-ROMの方はたくさん出ているようで

すが､音声では開けないそうですOですから､日

本の方が､電子ブックの音声利用ができるという

点で､環境蛙いいんじゃないですか｡

竹 その点では日本の方が進んでいる訳です

ね ｡

太 コンピュータは全ての情報を電子化するの

ですが､コンピュータ内に情報を留める方法があ

くまでも文字として扱う場合と､それを図形

(絵)として扱う場合の2種類あります｡4､5年

前の古い方のコンビュ一石ま文字と数字しか扱え

なかったので､話は簡単だったのですが､最近､

メモリーが安くならたせいで､絵として扱う場合

が増えてきました｡GUI(グラフィカル ･ユー

亘 ･ネシ･ターフェイス)は画面に出る情報全てを

-瞳の歯形として表現させています｡これを音声

化する･こ､とは不可能ですが､元々内部的には文字

とした情報を出力しているわけです吋で､その根

のところでおさえれば､音声化はできます｡かな

り制約はありますが､GUTの環境でも音声化は不

可能ではないのです｡でも､マイクロソフトのよ

うなOSメーカーの協力を得ないと動きがだんだ
んとれなくなってきます｡電子ブックもどんどん

進んで､グラフィックや音などを豊富に取り入れ

るようになってくると､かえって全盲の人には不

便な状態になるでしょう｡

竹 要は､ヲンビュータに乗ってしまう前の段
防 (画面に出す直前)に音声化することならでき

る｡出てしまってからのものは無理である､とい

うことですね｡ここら辺は技術的な話で､コン

ピュータを全く触らない人には非常に分かりにく

隼の,ではか ､かと一町 ､ますが ･･.ムとにかく､
ゴンtt'i-ダの轟蓮が､音声を頼りにしている全

盲者にとらではむしろ後退なのだ､という事で､

これは大きな尚題提起やすね｡

竹 次の質問に移_ります｡障害を持った方のパ

ソコンの普及率嘩どうですか?というご質問です

が､寒は私琴が才ロツブス ･テ｢ションの活動の

柱をコンピュータにしたのは､全国の重度の障害

を持?人達にアンケートをしたところ､非常に高

い率 (回答の8割)の方々が､コンピューターは

自分の武器になりうると思う､あるいは自分の武

藤にしていきたい､というご返事を下さったこと

からなんです｡ただ全国で障害者にどの程度コン

ピュータが普及しているのかと,いう情報について

は_･･･どなたか持っている方おられますか?い

ない?そういう調査はされでいない?!必要と言

いながらも､実際の普及率は低い?という事なん

ですね｡すると､だから頑張って買おうぜっ､

チャレンジしてみようぜっ､ということになりま

すか (笑)

--12-
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竹 次です｡聴覚障害の方の質問ですが､イ也の

障害の支援機器に比べて聴覚障害のた吟の支援機

器は後手後手に回っているような気がするQ例え

ばしゃべったことがそのまま表示される形態の機

器などはだいぶ前から開発しているように聞いて

いたけれど､′この様なもの′は実現の遇びとなる見

通しがたっているのだろうか?もしたっているの

ならば､Lどれぐらいの価格で､また一般の者でも;

買えるようになるんだろうか?

太 ~今､私がしゃべっている言葉を自然言語と

いいます｡これを理解できるコンピュータは､お

そらく21世紀に挙っても不可能だと思います｡し

を制限し､かつ単語を明瞭に区切ってしゃべると

いう方法であれば､米国では5万語ぐらいを認識

できる機械がすでに商品化されています｡価格は

ちょっと正確には覚えていませんが､パソコンを

利用 していますので､おそらく100万円はしない

だろうと思います｡でも日常会話において､Lや

J<る人を限るとか､区切ってしゃべるとか､要求

できないですね｡皆さんも少し試してみたら解り

ますが､ ｢キョ･ウ･ハ ･テ･ン･キ･デ･ス･

ネ｣みたいなしゃべり方を一日中しろって言われ

たら不可能だと思います｡ですから､研究は勿論

5年といわず10年前から､コンピュータの歴史と

ほとんど変わらないくらいされていますが､おそ

らく聴覚障害者の方が夢見るような精巧な精密認

識装置は､私は不可敵 おそらく未来永劫と時占

いませんがここ10年は敷作不可能だと思います｡

ただし､先程の離散発声であっても､例えば電話

でやり取 りするようなことに限って使うと~か､こ

れでいいとなれば可能でしょうね｡それにしても

おそらく､量産化してもやっぱり何千円で買える

とは思いません｡何十万はかかると思います｡だ

から､ちょっと一般的な普及は難しいと思います

よ｡

竹 自然言語を理解するコンピュータについて

は､見通しは暗いようですね｡ただ完壁な機器を

作る事にも増して重要なのは､様々な障害を持つ

人に対するコミュニケーションの保障という事

じヤな,いかと思います｡これらは本来同時に考え

られなくてはいけないんですけど､今日は時間の

制約もありますので､この件については改めて論

議し合う場を持ちたいと思います｡

竹 それでは次の質問です｡Windowsのような

GUIベースの操作環境が確立しても､:DO畠のよう

なコマンドライン･ベ7.スのシステムは要求され

るのでしょうーか??? (専門用語が並んで､私ナ

ミねえにとっては､つらrいもんが あ ります

ねえ- ･(㌧∧;))

亀 先程お話ししたように､全盲者がプログラ

マーという仕事をする場合､データit.しそ扱える

ものを音声で聞きながら､もしくはピンデネスプ

レイで点字にして確認しながら入力作業をしてい

きますので､私達コンピュータを使う視覚障害者

にとってコマンドラインは必要です｡けれども塊

状はGUIなどの環境が主流になっており＼ プログ

ラミングという仕事もGUI環境の元で行われるよ

うになるかも知れません｡マッキントッシュなど

も ｢誰にでも触れるコンピュータ｣というのがう

たい文句になっていますが､ ｢誰にでも､という

のに僕は入ってへんねんなあ｣と､いつも思いな

がら聞いているわけです｡ディスクの形の絵が画

面に浮かんでいて､Jそこに印を持って行ってク

リックすればすぐファイルが開くような､ ｢誰に

でも｣､いわゆる ｢見える人なら誰にでも｣使え

るという状況は､確かに作業効率が良いですもん

ねo ｢昔は､視覚障害のある僕らでもコンビュ｢
夕が使えたのに｣っていう時代が､本当に近々

やーって来るんじゃないかという危機感を傍らは切

実に持ってます｡で､ご質問への回答としては

｢だからコマンドラインベースあシステムは､僕

たちには必要｣という事になります｡

繁｢~心ihd｡wsのGi山よこ寵愛障害者の方には使え

ないというお話ですけども､WindowsのGU一で､

画面を音声出力することはできない訳ではないん

です｡やは何が問題かと言いますと､音声入出力

を行うソフトと､それに対応するアプリケーショ

ンがないと使えない｡こうしたアプリケ-ショ~ン

の開発は可能ではあろうと思いますが､コン

ピュータのGUI化は非常な早さで進んでおり､碍

覚障害の方々がその進歩から取り残される可能性

は､充分にあります｡

竹 開発に携わっておられる繁さんカ鶏 わ尭言

でした｡上肢に障害を持つ人にとらて(頑 はどう
ですか?

桜井 (以下桜) 僕たち上肢障害考の場合で棄:iE
と､Wind｡wsはマウスを使うの'が前華なめIe:, こ
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れが使いにくいですね｡僕も指先が全く動かない

け イソンなので下肢も動かない)ので､1本の

棒を手に装着して在宅でCG (コンピュータ･グ

ラ,7イツタ)関係の仕事をしてますが､マウスだ

けでなく､同時にいくつかのキーを押す操作な

ど､コンピュータと出会った当初は困った事が

いっぱいでした｡ただ､上肢障害者のためのサ

ポート機器やソフトはかなり研究開発されてると

思いますし､障害を持つ者自身が開発に携わる事

も可能だと思います｡そういう意味で､GUIが視

覚障害者を閉め出す事に繋がるというのは､】大き

な問題だと思いますね｡仕事を失う人も出て来る

訳ですから･･･

竹 ,GUtと視覚障害者については非常に大きな問

題だと思いますので､今後の業界の推移を見つ

め､プロップとしても必要な声を挙げていきたい

と思い-ます｡､

竹 使えをいから- ･とい

うのでなく､コンピュータは難しそうだから､ど

うも蹟賭してしまうのですが､そうV/､う ｢苦手人

間｣に対 してアドバイスがあれば一言下さい9

坂 まず買って使ってみろ､ことでしょうね｡

(きっぱり)

桜 プロップにはコンピュータに詳しい人がた

くさんがいるので､どんどんアドバイスを受けて

下さい｡

太 うちの学生 (情報学科)でも苦手なのが沢

山いますので､100人いて100人が使えなくてもい

いんじゃないですか?良動車の免許嬢免許焦齢の

半分の人が持ってテレ!るのですが､半分は運転しな

いわけですなら､自動車並みに普及す租ガ､或い

はそれ以下でもいいんじゃないかな｡プログラム

を作るだけが別にコンビュ誉タの使い方じゃあり

ません｡ワープロが使えるとか･- 要するにそ

の人の役に立てば良い訳で､皐ういうふうに割り

切ればいいんじゃないかと思います｡

亀 太田先生か今おっしゃったみたいに､自分
がパソコンで何がやりたいのかというのを検討さ

れたら一番いいんじゃない′でしょうか｡必要なこ

とや､やり卑いことに向かってやるのが一番近道

でしょう｡それと､仲間を作ってやっていくこと

も良いんじゃないでしょうか｡

繁 もしコンピュータが誰でも簡単に使えた

ら､私達は仕事が無くなるなあ (笑)

取りあえず使ってみて､何が難しいか､とこが使

いにくいか知ることが大事だと思いますよ｡喰わ

ず嫌いではもったいない｡コシビュータは障害を

持つ僕にとって ｢打ち出の小槌｣ですからね｡皆

ぎん､チャレンジして ｢打ち出の小槌｣を手に入

れて下さい｡

竹 汝の質問です｡コンピュータを活用して障

害者の自立や虚用を促進するにあたり､教育が重

要で参ると思われますが､日本ではやっと一昨

年､文部省が通達を出して中学校の授業に正課と

してコンピュータが導入されるようになったとい

う状況です｡高等教育､或いは大学教育における

日米の比較はどうでしょう?

太 コンピュータが日常生活に入り込んでいる

という意味だと､やっぱりアメリカが進んでいま

すOというのは､女性が集まっj=井戸端会議な

ど､ごく普通に雑談している時に､ ｢お宅のパソ

コンは何?｣なんてことを奥さん同士が話し合っ

て､ ｢私はIBM｣だとか言ってますから､やっぱ

り普及の仕方が運うな､と思います｡-ただし､大

半わアメ_リカ人は特にコンピュータを扱っている

という意識はないと】思います よ｡家計簿をつける

のに､章でつけ与る代わり吋雫っ_たり､税金の計算

リカにはないので)暗算で喧しきれなJい仕事のた

めの道具として使っているわけで､普及の方向が

違い-ます恥 そ咋カモらよく言われることですが､

タイプライターが長年普及L,ていたので､キー

ボーJドを打pのたそれ程抵抗が射 !社会､等々い

ろんな垣由があって､アメリカはや堪り進んでい

ると言えるかもしれません｡私は先程言った通

り､コンピュータが無ければ困る人はどんどん使

うべきだと思いますが､使う使わないは個人の自

由でいいんじi,ないかと虚うんです.私の家にも

パソコン･ワープロは結構ありますけど､うちの

家内も全く使いません｡卒人がそれで良ければい

い.私は文部省の､全校たコンビュ-タ-を入れ

るという指導中ま余り賛成していませんo要する

に､教える先生にそういう意欲がないとらろにコ

ンピュータを入れても無駄ですから?各校に買う

予算を全部集めて､養護学硬とか盲学校に集中的

に入れJb方が､税金の有効な使い方だ幸思います

よ.一般の人は (自動串の免許でもそうです

が)､それを使えることが本人にとって有利だと

思えば､放っといても使うでしょう｡良い例が､
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ワープロ専用機で､日本の所帯数でいえば3割位

の家庭にすでに入っています｡この事から分かる

ように､必要と思えば督促うんですね｡ただ､

ワープロ専用機を使っている人は､コンピュータ

を使っているという意識が全くない､というのが

面白いところですけど｡

竹 次は開発系の方の質問です｡機器開発の方

向性として､機能を補完する (耳の聴こえない方

に聴力を補う装置を開発するとか､目の見えにく

い方のために視力を補う装置を作るとか)方法が

一つあると思うのですが､ソフトウェアそのもの

を扱ったり､情報処理をすること自体で自立の道

を探っている障害者というのはどれくらいおられ

るのでしょう｡例えばプログラミングをやると

か､そういった形で実際の雇用をこ結び付けるよう

なやり方を検討されている組織､などについて知

りたいのですが｡

坂 それはプロップ ･ステーションのやってい

ることそのものですね｡プロップ･ステーション

では､コンピュータを業務としている障害者､あ

るいは就労を目指してコンピュータの勉強をして

いる障害者が､かなりいます｡当たり前ですけど

もね (笑)｡でも､実際にそういう技術を持って

いるのに雇用に結びつかない人が沢山います｡質

問の答えになっているかどうか解らないですが､

仕事に結びつくようなコンピュータ教育を行って

いる所は､プロップ以外では､,職業リハビリテー

ションセンターや､労働省の管轄する障害者の訓

練校などごくわずかな所で､障害の翠度や人数も

限られているのが現状です｡先程､愛間がありま

した高等教育という面でも､まあ僕が大学に行っ

ていた時ですら､はっきり言らそ教えられる人が

少ないというか､教師のコンピュータ能力が低い

というか ･- 教える側の体制不足の問題は大き

いと思います｡

竹 プロップのやっている活動の一つに､障害

を持つ人を対象にしたコンピュータ･セミナーが

あり､現役のエンジニアの方々がボランタリーに

講価を努めて下さっておりますので､ご質問下

さった方はじめ､開発に関わっておられる方は､

是非一度見学にいらして下さい｡お互いプラスに

なる方向で協力 し合っていけるのではないかと思

います｡ところで桜井くん､一言ありませんか?

桜井くんはボランティア講師にベッドサイドの指

導を受けて情報処琴試験に合格 し､今はベッドの

上でコンピュータを使う仕事をやっています｡

桜 プロップの活動の中で､障害者の方に勉強

してもらい､企業に就職してもらうということが

ありますが､僕の体験ではコンビュ1T夕の知識を

つけるということは､傘業にア､ピールするための

ものという意味が大きい′と思います｡ある意味で

悲しいことですけど､実際仕事をすみ上で､会社

の中で必要な知識というものはまfe違うんですO

そういうことは､実際会社に勤めてからでないと

覚えられない｡逆に言うと､そういうものはプ

ロップで行われているコンピュータの知識が無く

ても､覚えられるという事です｡そういう意味で

は､実際仕事をやろうと思えばできる障害者とい

うのはかなりの数いると思います｡ですから､障

害者自身が技術を身に付ける事も大切ですが､就

職がしやすいような周 りの環境整備はもっと大切

ではないかと思います｡その辺の整備というもの

が進んでくれたらなと思います｡

太 ハイテク産業に従事 している障害者が何人

いるか､という事は調査 したわけではないので解

りませんけども､宣伝になって恐縮ですが､私の

本の F暮らしが変わるハイテク福祉』 (中央法規

出版)の中に数十名の人を紹介しました｡御覧頂

ければ参考になります｡

竹 具体的に知 りたい場合は､太田先生の著書

を是非 !今日も受付で販売 してますので､よろし

く(∧∧)(宣伝半分でしたね !)_

竹 次の質問です.脳性麻痔の知人 との付き合

いの中で感じた事ですが､携帯電話を使うともっ

とコミニュケ-ションの機会が増えるのではない

かと思うんです｡福祉施策として障害者に携帯電

話をくれたりしないだろうか､というご質問､と

いうより要望ですねら (障害者じゃなくても欲し

かったりしますが - ･Ju)
坂 4月1日から解禁になったというか､電話が

買いやすくなったということで僕も色々調べてみ

たんですけれども､今のはアクセスシビリ_ティと

いうよりもコミニュケ-シヨンの方法の確保とい

う意味だと質問の主旨を理解 しています｡そうい

う意味からしたら､最近の携帯電話は例えば､イ

ヤホンマイクなんかは標準装備みたいな物が出
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回っていますし､ヘッドセットといってヘッドホ

ンとマイクが付いた物､あるいは一部の企業では

ネックセットといって､ペンダントみたいに首に

掛けるだけでスピーカーとマイクを兼ねた物が出

回ってますので､僕らや脳性麻痔の方の様に重度

の障害がある場合は､手元で電話機操作 しなが

ら､それを耳に当てずに話ができるという意味

で､かなり有効な手段になると思います｡また､

それとうまくパソコン通信なんかを組み合わせれ

ば､聴覚障害の人にとっても何処からでも､ホス

トシステムにアクセスすることで電話の代わりみ

たいなことができるんじゃないかと考えていま

す｡

竹 携帯電話も､障害者が使い易いものが出始

めている､という情報でした｡

竹 _次げTDP?普及についての質問ですO何故
日本ではTDDか広まらないのか?普及するのに

障害があるーのだろうか?また､NTTはTDDに対

してどんな見解を持ってi､るLのでしょう?

太 ノTpD昼簡単に言えきざ文字電話､間,に交換手

が入.云て文字で会致す√る嘩概です｡米国でTDD

が発明されたのは3_0年前ですが､その頃は-コン

ピュータ (パソコン)という物は普通の人に使え

る状況じゃなかったので､ああいう機械ができた

と思います｡今普通のパソコンでもワープロでも

モデムを付ければ､パソコン通信としてコミュニ

ケーションに使えるわけですし､一般家庭にFAX

も普及 してきましたので､私は今の日本にTDD

を輸入する必要は全然無いと思います｡NTTに要

望すべき事柄とも思いませんね｡いや､そうでは

ない､TDDというシステムが重要だと言う人

は､そういう7 pピールをNTTでな-く､郵政省なん

竹 TDDに代わり-うる物が日本 に支北とlして普

及 し始めているから､むしろ､Ti)Dにこだわる

よりは､その文化を (例えばパ.)コン通信であっ

たり､FAXのより有効な使い方)を発展させてい

く方が良いのではないか､という太田先生の御意

見でした｡

竹 それでは最後の質問ですが､日本で読書器

を体験できる場所はありますか?

亀 弱視者用拡大読書券などは盲学校ですと

か､視覚障害者の機関には殆どあります｡音声で

読み上げる読書器も､一部の機関にあると思いま

す｡しかし､一般の方に対 していつでも見て頂け

るという状況ではおそらくないと思います｡盲学

枚や､ライトハウスに相談きれてはどうでしょう

か｡

大 本を読み上げて朗読する機械の方は､先程

スライドでもお見せし~ましたが､今3社から出さ

れています｡しかし全て欧文用です｡日本語用は

ありません｡日本の企業が作ったという例もあり

ません｡工業技術院が試作的に1回作 りました

が､1台2,000万円位するのでとても皆さんには買

えないのではないでしょうか (でも､以外に皆さ

んお金持ちだったりして∧∧)｡ところが最近､

オーストラリアのロボトロンという会社が､ "エ

スプリ"という漢字が読めるOCR (光学式文字

読みとり装置)を出しています｡この間実物を見

ました6サカタインクスという､大阪の企業が､

ロボトロンの輸入販売元ですので､サカタインク

スに相談ざれれば､とこかに機械があるのではな

いかと思います｡これは確か150-60万円くらいだ

と思います｡その他､ⅩuRZWEILの読書器､ロ

ボトロンのユーリカA4と､今言ったエスプリ､

その3つが多分見られると思います｡

索 読書琴という甲は凄く高いんですけど､同

じ様なことが最近はパソコンでもできるように

なってます｡ソヾ ソコンにイメージスキャニングで

文字を取り入れる痛辺機器が既にできていますの

で､読み取った文字を (音声で読み上げるため

に)テキスト形式に変換するソフトなどを組み合

わせれば､読書券と同様の事ができるのじゃない

かと思います｡

竹 パソコンに読書器の仕事をさせる､という

ことですが､精度や価格はどうですか?

亀 スキャナとOCRのソフトで50万円位出せば

買えます.もちろんパソコンの.本体がいりますの

で､合計すると100万円位ですか ･-

太 スライドでも説明しましたが､精度は英語

の文字読み取り技術だと99%.あるいは､それ以上

あるのですが､日本語の場合､良いものでだいた

い95%位といわれています｡結構良いんじゃない
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かと思われるかも知れませんが､だいたい本1

ページで1,000文字位ありますからね095%なら

50文字位間違える｡ということは､読み上げて意

味が通じない場合があるんですね｡ですから一度

ocRで電子化 した文字を､誰か人間が目で見て

チェックして､完全な文章にしてからでないと読

み上げできませんから､そういう意味で欧米で開

発された機械がすぐ日本でもできるとは限らな

い｡ちょっとまあ企業の弁護をするみたいですけ

ど､技術的に言語圏の違いというのは､このよう

な開発においては､やはり難しいんだということ

を御理解 して頂いた方が良いと思います｡

竹 ということで､大変長い時間になってしま

いましたが､第二部の公開質問会を終ります｡本

日のためご質問を下さった方､回答者の皆様､ど

うもありがとうございま,した｡これで､本日のイ

ベント ｢トーク ,コンピュータがひらく自立支

援｣を全て終了いたします｡

参加者の皆様､本当にありがとうギざいまし
た｡また最後になりましたが､ご後援団体と-して

多大なご協力を下さいました朝日新聞大阪厚生文

化事業団に､心より御礼申し上げたいと思いま

す｡

トーク蕗7後､多くの方から感感をレ佃 だきまL

たo抜粋して一部だ,#･介させていたガ畏まサム-
JL;儲 )

************************* * * * ****

この種の会合に初めて参加させて戴 き̀ました

が､大変参考になりました｡自立支援というテー

マで生の声が聞ける機会があれば､今後も参加さ

せて戴きたいと思います｡先入観を持たないよう

事前知識のないままで理解のいたらない部分もあ

りましたが､コンピュータ技術に対する期待感は

充分感じることができました｡何らかの形で具体

的な支援の方策を検討してみたいと思います｡

29才/男性/システムエンジニア
********************************

重度の方などに大変便利な機器がある事を知り

ました｡私自身も興味があるので､将来ハイテク

機器の開発をやってみたいと思いました｡私自身

も重度障害があ争けれど､身辺の事はできる状態

なので､より重度の方のための開発を自分の生き

甲斐として空っ_てみたいと思います｡提案ですが

｢障害者｣という言葉が嫌いなので､ ｢ハンディ

キヤツパー｣という言葉を使ってはどうでしょ

う｡ご意見下さい｡

28才/男性/プロップセミナー受講生
********************************

具体的なハウ･ツウが少なかったように思いま

す｡自立支援の具体例などがもっと欲 しかったで

す｡ 大学院生/男性/バンガード･ボランティア
********************************

スライドで､国内外の障害者がどのようにコン

ピュータを使っているかよく分かって良かったで

す｡この会で教わった事を色々な面で生かしてい

きたいと思います｡

15才/女性/高校1年生
********************************一

太田先生が ｢たなはた式の恩恵を期待す丁るのせ

なく､自分達が積極的に機器を使用 し､一関発を後

押 しすることが大切｣と話された事に感銘を受け

ました｡GUlが必ずしも全ての入婿便利なものと

限らない ･.･など､平素気づか潅い帝があり､

興味凍かったです｡ 58才/男性/元エンジニア
********************************

コンピュータを買い換え､実際に使いこなす事

の難しさを実感しているので､とて も良い刺激を

受けました-｡まず ｢自分のニーズを考えた上で購
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入する｣そして1｢実際に使ってみる｣これが大切

だと思いせ した占 主婦/パソコン通信活用者
********************************

コンピュータ･サポート機器に関して日本は米

国などに比べて遅れていると感じました｡コン

ピュータは障害を持つ人達に有益なものだけど､

もっと可能性を高めるためには､発想の転換も必

要だと思います｡ 男性/会社員
********************************

第2部の公開質問会は､かなり専門的なことに

踏み込んだ内容で､みんな進んセいるんだなあと

驚きました｡もっと大きな場所で､もっとたくさ

んの人が参加できれば良かったのに､と思いまし

た｡充実した内容でした｡ただ ｢自立支援｣とい

うのは障害者が脇役の印象も受けるので ｢コン

ピュータで､もっと自立しよう!｣というタイト

ルのほうが良かったかも｡

女性/ボランティア活動中
********************************

第2部の亀山｣氏の､GUlに対する意見にハツと

させられました｡みんなに優しくなるGUIと思い

こんでいました｡

女性/コンピュータ専門誌編集者
***********************l****串****

携帯電話での通信ネット利用の意見が会場から

ありましたが､現状では通話料などが非常に高額

になって難しいのではないかと思います｡パソコ

ンとパケット通信器がセットにならたようなもの

が普及すれば､聴覚や言語障害があらても電話の

代わりになるのでは･･･と思います｡

39才/男性/臨床検査技師
********************************

日頃の技術者としての視点とは違った､ユー

ザーとしての視点を見ることができたのは非常に

有意義でした｡現在のパソコン技術が健常者に対

しては使い易い環境に変わりつつあるのに､障害

者に対しては以前より使いにくぐなろうとしてい

る (GUI･マルチメディアなど)という事実を

知って､技術者として一抹の不安を感じました｡

このような状況を少しでも良い方向へ導くのが

我々の役目と再認識しました｡

29才/男性/ソフト開発エンジニア
********************************

上司からの指示で初めてこのような会に参加し

ました｡講義の内容は難しいと思いましたが､今

後の自分達にとって大変重要な課題だと感じまし

た｡ 男性/グループホーム指導員

********************************

コンピュータ･サポート機器は日本でも数多く

発売されているので､もう少し身近なものでの説

明も欲しかったと思います｡男性/自助具制作者
********************************

コンtfユー一夕を実際に活用して自立している人

の体験談をもっと開きたかった｡

CP男性/汎用機使用者
********************************

サポート機器が､ある人には役に五つが､ある

人には何の役にも立たない - ･という状況があ

るのを思い知らされました｡これらの事が企業に

とって ｢高額の開発費を投じてサポート機器を作

ること｣ ｢障害者を雇用すること｣に二の足を踏
ませる原因の一つなのでしょうか｡欧米と日本の

格差､特に言語文化の違いがその格差を広げてい

る事にも気付きました｡多くの非アルファベット

圏に住む人は､それだけでハンディをしょってい

るような気もしました｡様々な障壁は有ります

が､我々障害者自身が､自分のしたい事を見つけ

るのが非常に大切なのだということを再認識させ

られた会合でした｡CP男性/パソコン入力従事者
********************************

コンピュータに関心を寄せる障害者の皆さんが

これほど多い事を知り､驚きました｡

主婦/コンピュータ未体験
********************************

人権を守る立場に立った企業活動が必要なの

だ､と痛感しました｡質穎軒答では回答者の誠意

のこもった答えに感銘を受けました｡コンピュー

タは難しいだけのもの､という偏見を持っていま

したが啓発されました｡主婦/息子がエンジニア
********************************

大変勉強になりました｡今後もこのような会の

男性/エンジ言≠/インタ二ネット加入
********************************

自分の知らない世界の話をたくさん聞けまし

た｡近年の通信の高度化や､新fIな可能性を生み

出せるような気がします｡

33才/男性/システム ･コシサル牢ント
********************************

米国の事倒 (雇用促準 :自立訓練)などに興味

を持っています-｡J個人軽な調李活動もtLています

ので､ご協力をよろしくお願いします｡

女性大学院生/認知心理学専攻
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********************************

視覚障害を持つパソコンユーザで､GUI環境の

普及に脅威を感じている人は､僕が知る限りでも

かなり多いようです｡ゝ今のMS-DOSの環境でさ

え､ソフトによっては音声出力がままならない状

況なのに､音声に置き換えることが困難なGUI環

境が一般化するようになったら､事実上､視覚障

害を持っている人々はコンピュータを使えなく

なってしまいます｡さらに言えば､近い将来､パ

ソコン通信もビジュアル情報が主体になっていく

のは明らかです｡この大きな流れの中で､-視覚障

害者の情報へのアクセスに危機感をもった研究者

や視覚に障害を持つ当事者が､情報の無節操な

｢ビジュアル化｣に歯止めをかけようとしたり､

あるいはビジュアル情報を音で表現する手段を考

えたりしているわけですが､ここにも問題は山積

みになっているようです｡Windowsのような､既

に完成されてしまったシステムに音声化の機能を

組み込むには技術的にもコスト的にもかな∧りの無

理が出てきます｡TRONの ｢イネーブルウェア｣

のように､システムを設計する段階で､あらゆる

障害を持つ人々が使うことを想定しておくことが

重要だと思います｡もう一つ重要な問題を挙げて

おくなら､仮に生まれてから物を見た記憶を持た

ない人の場合､ビジュアル情報を音声に直き換え

たとして､それを正確に認識できるのだろうかと

いう問題があります｡

プロップ･ネ.jトより
********************************

今はこういう会合がもっと開かれるべき時だと

感じました｡そして障害を持つ人が､廠ら幸同じ

ように幸せな生活をおくれる社会を､しみんなで

創っていかなければならないと思いました｡

NMC(情報倉庫西宮)ーより
********************************

技箱屋として､アクセシビリティ機器のコスト

を如何に下げるかという事を考えてみた｡一一つ

は､ ｢IPの標準化｣ .それぞれのパーツのI仲部

分を標準化 して各々得意分野のメーカーが担当す

ればコストダウンできる｡もう一つが既製品の利

用o一般用に作られた機器でもほんの少しの改造

で障害者が便利に使える機器がある｡特殊な機器

を製造するのではなく､一般的な機器をアクセシ

ビリティ機器として使う､もしくは使えるように

改良するという方向性も必要だろう｡NMCより

*添付資料

米国リハビリテーション法508条の概要

1986年､米国連邦議会において ｢リハビリ

テーション法｣に ｢第50宮森 電事機静アクセシ

ビリティ｣が加えられた｡連邦議会において､

障害を持つ職員に対 し電子事務機器を特別な周

辺機器の有無を問わず使用できるよう保証する

ための指針として制定されたものである｡障害

の有無に関わらず､電子事務機器へのアクセス

は平等でなければならない事が明記され､関係

機関の管理職は､機器re)入手計画や調達の段階

で､障害ユーザーの要求事項をはっきりさせ

て､要望を調達に反映させることを命 じてい

る｡コンピュータへの入出力について様々な運

動機能障害に対応する仕様 (多重同時操作の代

替え手段､標準キーボードが使えない犬が代替

え入力装置を接続するための端子の義務､など

など)幣､ 視覚障害者のために音声 ･点字での

入出力が必要である事､またサポート機器を製

作するサードパーティ業者に対しても､画面情

報を音声や点字で利用できるようし続けなけれ

ばならないと､うたっている｡

すo

rスタッフー何)

写真 :長沢 敏

記録 :田村 修､小容 晴子､赦村 春江

監修 :竹中 ナミ
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